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編 集 ノ ー ト

★樽本著『清末小説研究論』は、清末

小説研究資料叢書９として発行した。

主として清末小説の研究について30年

間に書いた文章を集めたものだ。関連

する書影と図版をできるだけ収録した。

発表当時の写真をそのまま再録したも

のもあるし、新しく掲げたばあいもあ

る。その中のいくつかは、今になって

みれば珍しいものになった★たとえば、

京都にある彙文堂だ。以前の２階建て

の風情になつかしさを感じる人がいる

だろう。内藤湖南が筆をふるった看板

は、現在の移転新築したビルにも掲げ

てある。だが、以前の建物はなくなっ

た★たとえば、淮安にある劉鉄雲故居

である。故居訪問記は、今にいたるま

でほとんど唯一の紹介文ではなかろう

か。かの場所を訪れた日本人がいると

は聞いたことがない。淮安そのものが

地理的に訪問しにくい場所なのだ。劉

鉄雲の墓にいたっては、当時、劉氏一

族すら墓参が許可されなかったという

から、きわめて貴重だということがで

きよう★なぜこの挿絵 なの（368頁）

か意味が分らないという質問があった。

（部分）ピーター・ブリューゲルの絵

だといえばわかっていただけるはずだ

★掲載誌の多くが少部数発行である。

内部発行のものもあった。このたびの

出版は、広く知ってもらういい機会だ。

といっても発行部数はわずか150であ

るが★季刊誌『清末小説から』は、現

在、基本的にウェブサイトのみの公開

（ただし、論文の著者にはになっている

。清紙媒体に印刷したものを贈呈する）

末小説研究会のホームページから自由

に印刷できる。インターネットを経由

して海外においても閲覧印刷できるよ

うに配慮したためだ★変えた理由のひ

とつは、お定まりの経費節減である。

それよりも、個人で運営しているため

印刷に労力と時間を取られるのがもっ

とつらい。学術出版には、手間ヒマが

かかる。ご理解いただきたい。身軽に

なったぶん、発行はまだまだつづく >
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